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い.われわれはこれまでに,FDG PET/CT を用いて得られた FDG の集積が,TKI に対する腫
瘍の生物学的な反応を評価するうえで強力な指標になることを報告してきた(Namura et 




2008年 6月から 2013年 8月までに,横浜市立大学附属病院およびその関連病院において,
腎摘除術や針生検により病理学的に腎細胞癌と診断された症例のうち ,TKI である
sunitinib または sorafenib による治療をうけた進行性腎細胞癌患者を対象とした.このう
ち,TKI による治療開始前と治療開始後１か月に FDG PET/CT を撮影し評価し得た症例を
評価対象とした.腎癌の病変を肺転移,骨転移,リンパ節転移,腹部実質臓器転移,筋軟部組織転
移および原発巣の 6 つに分類し,各病変の maximum standardized uptake value (以
下,SUVmax)を計測した.治療前評価の FDG PET/CT 撮影は、先行治療がある場合にはその
治療終了後 2 週間以上の無治療期間をあけて施行された.断りがない限りデータはすべて平
均±標準偏差 (mean±SD)で記載した .すべての統計学的分析は SPSS software(SPSS, 
Chicago, IL)を用いて行い,有意水準を 0.05 未満に設定した. 治療前 SUVmax,治療後
SUVmax,SUVmax 変化率および腫瘍径変化率の比較は Kruskal-Wallis test または
Mann-Whitney U testを用いて行った. 
【結果】 
48 例 190 病変を解析対象として,後ろ向きに検討した.腎癌の病巣数は一個体において
1-10個(中央値 3)だった.肺転移は 49病巣(25.8%),骨転移は 40病巣(21.0%),リンパ節転移は
37 病巣(19.5%),肝臓,副腎,膵臓,脾臓,対側腎,子宮や膣などの腹部実質臓器転移は 29 病巣
(15.3%),筋軟部組織転移は 26病巣(13.7%),腎原発巣は 9病巣(4.7%)だった. 
まず治療前 SUVmaxについて検討した.肺が 4.1±3.3,骨が 5.4±1.6,リンパ節が 6.7±2.7,腹
部実質臓器が 6.6±2.7,筋軟部組織が 4.4±2.6,原発巣が 8.9±3.9であり,6群間で有意差を認め
た(p<0.001, Kruskal-Wallis test).転移巣全体のSUVmaxは5.3±2.9で,原発巣と比べ有意に
低値であった(p=0.006, Mann-Whitney U test).転移巣間で比較してみると,肺転移巣が有意
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